
発達障害のある児童生徒のICT活用による支援（ワークショップ）	
 

	
 

１	
 趣旨	
 

	
 発達障害児童生徒が抱える学習及び生活上の困難に応じた調整を行う上で、ICT 活用は効果的な選択肢の

一つです。５月・６月に実施された講座では、ICT特にタブレット端末に着目し、基礎編では、はじめてiPad

を触る方を想定し、タブレット型情報端末（iPad）導入の際の基本的な考え方や留意点、実際の扱い方につ

いて取り扱い、活用編では、基礎的な活用法を理解している方を想定し、授業での活用方法、児童生徒のア

セスメント方法等について学んできました。今年度を締めくくる本ワークショップでは、発達障害教育にお

ける ICT 活用の実践報告を行います。学生及び現職教員が発達障害等のある児童生徒の教育における ICT 活

用に必要な知識と技能を、実践報告や事例検討を通じて学びます。	
 

	
 

２	
 開催期日	
 

	
 ワークショップ	
 12月 23日（水）	
 9:30-16:30【申込期間：	
 9月1日（火）～12月4日（金）】	
 

※本ワークショップに関する連絡は全て申し込み時にお知らせいただいた電子メールアドレス宛

に行います。パソコンからのメールを受け取れるアドレスを申し込み時に入力してください。	
 

	
 

３	
 会場	
 

	
 	
 広島大学教育学部	
 L204	
 （〒739-8524	
 東広島市鏡山１－１－１）	
 

	
 

４	
 対象（定員）	
 

現職教員：４０名，学生：２０名	
 

	
 

５	
 日程・内容	
 

9:00～9:30	
 受付	
 

9:30～9:40	
 オリエンテーション	
 

9:40～10:40	
 事例発表１	
 

髙原淳一（香川大学教育学部附属特別支援学校）	
 

10:50〜11:50	
 事例発表２	
 

	
 	
 高本富子（広島市立基町小学校	
 自閉症・情緒障害特別支援学級）	
 

11:50〜12:00	
 質疑	
 

13:00～14:00	
 教育講演	
 

	
 	
 「アシスティブテクノロジーの発達障害教育への適用について」	
 

	
 	
 氏間和仁（広島大学大学院教育学研究科）	
 

14:15～16:00	
 事例検討「インシデントプロセス法に基づく事例検討」	
 

髙原淳一・高本富子・氏間和仁	
 

オーガナイザー：林田真志（広島大学大学院教育学研究科）	
 

16:00～16:30	
 質疑	
 

	
 

６	
 申し込み方法、問い合わせ先	
 

	
 お申し込みはweb入力のみです。パソコン、スマートフォンなどからお申込みください。 
申込期間：	
 ９月１日（火）～12月４日（金）	
 

	
 https://ws.formzu.net/fgen/S53146962/ 
 

○昼食は各自でご用意ください。	
 

○お車でお越しの際には、広島大学構内の駐車場（無料）をご利用ください。 
○研修内容や運営の改善、および事業報告書の一部に使用するために、研修の様子を撮影します。予めご了承ください。 
○この研修についてのお問い合わせは、下記へお願いします。	
 

	
 

〒739-8524	
 東広島市鏡山１－１－１	
 

広島大学大学院教育学研究科	
 特別支援教育学講座	
 氏間	
 和仁・林田	
 真志	
 

電話 082-424-7175 
	
 ict@ujilab.hiroshima-u.ac.jp 


